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はじめに
急性胆嚢炎とは胆嚢に生じた急

性の炎症性疾患と定義されます。
多くは、胆石による胆嚢管の閉塞
に起因します。胆石の保有率は一
般人口の約10%とされており、我々
消化器外科医が最も遭遇する
common  diseaseと言えます。

急性胆嚢炎の診断
急性胆嚢炎は、診療ガイドライン

2018(Tokyo Guidelines TG18)に
準じて診断されます。
　具体的には以下の全てを認める
場合急性胆嚢炎と診断します。

①局所の臨床兆候
　Murphy’s sign※や右上腹部痛
②全身の炎症所見
　発熱やCRP/WBCの上昇
③特徴的な画像所見

※右季肋部を圧迫しながら深呼吸をす
る際に、痛みのせいで吸気が途中で止
まってしまうこと。

画像診断の中心は体外式の超音
波ですが、CTやMRCP（Magnetic 
Resonance Cholangio Pancre-
atgraphy：MRI装置で胆のう・胆
管・膵管を同時に抽出する検査）で
も撮像することがほとんどです。ま
た、急性胆嚢炎には重症度判定基
準が存在し、GradeⅠⅡⅢのいず
れかに分類されます。

急性胆嚢炎の治療
治療に関しては、重症度に応じ

てフローチャートが定められてお

認定医を中心に安全なLC、適格な
回避手術の施行を心がけておりま
す。

 また、炎症所見のほとんどない胆
石症例、胆嚢ポリープや腺筋腫症
例に対しては単孔式のLCも積極的
に導入しております。臍部の約2㎝
の創部のみで施行可能です。

　総胆管結石症に対しては、消化
器内科による内視鏡的治療が主体
となります。症例数は少ないです
が、胃癌術後などで内視鏡治療が
困難な場合や大結石を有する場
合、乳頭機能の温存を企図する場
合などは、腹腔鏡下に総胆管切開
による採石を行うこともあります。

おわりに
当院では消化器外科、消化器内

科、放射線科が連携をとりながら、
急性胆嚢炎・胆管炎診療に従事し
ております。2023年からは外科ス
タッフも増員し、さらに緊急手術な
どに対応しやすい体制となりまし
た。
　Common diseaseを的確に迅
速に治療できることが、我々中規
模病院の強みと考えております。先
生方からのご紹介を心よりお待ち
しておりますので、今後とも何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

り、当院でも基本的にはそれに準じ
て治療を行っております。全身状態
が安定していれば早期の手術療法、
全身状態が不良で何らかの臓器障
害などが存在する場合は、緊急もし
くは早期の胆嚢ドレナージ術施行
が基本的な治療方針です。  
　標準的な胆嚢ドレナージ法は、経
皮経肝胆嚢ドレナージ(PTGBD)で
す。また最近では、内視鏡的経乳頭
的胆嚢ドレナージ(ETGBD)の有用性
も報告されており、当院消化器内科
でも施行される場合があります。
　胆嚢ドレナージ後の適切な手術
時期については一定の見解が得ら
れていない状況ですが、一般的には
1～2ヵ月程度空けて施行することが
多いと思われます。

手術療法
手術は腹腔鏡下胆嚢摘出術(lapa-

roscopic cholecystectomy：LC)が
第一選択肢となります。当院では年
間約120例施行しております。

　上述のTG18ではGradeⅢの胆嚢
炎に対しても条件次第ではLCが行
えると改定され、LCの適応が広がり
ました。同時に一定の確率で起こる
とされる胆管損傷(bile duct injury：
BDI)を避けるために①線維化前の
早期手術②安全な手術手順(safe 
steps)の遵守③safe stepsが困難な
場合の回避手術などが推奨されて
おります。
　回避手術とは腹腔鏡下の胆嚢亜
全摘術や、開腹移行のことを指しま
す。当院では、内視鏡外科学会技術

　消化器外科紹介
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　中庭テラスにてボランティアさん手作りの多肉植物のプレゼント企画を行いました。
当日は、松山大学の学生さん2名と聖カタリナ学園高等学校看護科専攻科の学生さん
11名が配布のお手伝いに来てくださいました（令和4年12月23日）。
　外来患者さんやご家族に、「楽しいですね。明るくて元気をもらいました。」と笑顔で
喜んでいただきました。
　植物を通してのコミュニケーションは、会話が弾み、心がほっこりと和む癒しの時間
になりました。

safe stepsに準じたLC

手術困難例に対する回避手術
出典：急性胆管炎・胆嚢炎診療ガイドライン
　　  2018（第３版）  ／  医学図書出版
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